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　　　　　　おじさんのおじさんの
ふるさと情報ふるさと情報

ふ
る
さ
と
に
学
び
郷
土
愛
を
育
む
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
恵
那
市
読
書
の
日
」

市
中
央
図
書
館
～
伊
藤
文
庫
～

今
月
の
物
知
り
お
じ
さ
ん
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　10月15日、飯地小学校と恵那北小学校、
中野方小学校の５年生32人が合同でデイ
キャンプに出掛けました。
　今年は新型コロナウイルス感染症の影響
で、例年のような宿泊を伴う行事ができま
せんでした。その代わりに、近くにある飯
地高原自然テント村を利用し、まき割りや
テント張り、火起こし、キャンプファイア
などのデイキャンプを実施。身近にある自
然を満喫しました。

飯地高原自然テント飯地高原自然テント
村でデイキャンプ村でデイキャンプ

今月の表紙 ０３	 特集 第２次市総合計画後期
	 　　 基本計画／第４次市行
	 　　 財政改革大綱
０６	 特集 WOMEN'S RALLY in
	 　　 恵那 2020
０８	 注目情報
	 ·防ごう子どもの虐待
	 ·野良猫を増やさない
	 ·新型コロナウイルス情報
１０	 お知らせ
１６	 みんなの掲示板
１７	 おくやみ・県のお知らせ
１８	 健康ガイド
１９	 相談コーナー
２０	 地域情報トピックス
２１	 図書館・文化施設情報
２２	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
２３	 健幸レシピ
	 恵那中央出張所えなえーる
２４	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
２５	 輝く恵那人
２６	 ニュースと話題
２７	 いいね！　恵那市公式ＳＮＳ
２８	 恵那市公式アプリ え～なび

総数 49,281 人	 （ － 73）
　男 24,012 人	 （ － 59）
　女 25,269 人	 （ － 14）
世帯 19,895 世帯	 （ － 8）

（　）内は前月との比較

人口（10 月 1 日現在）

201 回（1,694 回）
（　）内は 1 月からの累計

出生　23 人
死亡　60 人	 － 37 人
 1 月からの自然増減	－ 269 人
転入　61 人
転出　97 人	 － 36 人
 1 月からの社会増減	－ 271 人

人口動態（９月異動）

救急車出動回数（９月）
建物 1 件	 （9 件）
その他 0 件	 （8 件）
（　）内は 1 月からの累計

人身事故 4 件	 （35 件）
物損事故 99 件	 （818 件）
負傷者 5 人	 （40 人）
死者　 0人	 （0 人）
（　）内は 1 月からの累計

火災（９月）

交通事故（９月）
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毎
年
５
月
中
ご
ろ
、
市
内
の
野
や
山
で
雪
を

か
ぶ
っ
た
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
る
高
木
を
見
掛

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
雪
の
よ
う
な
白

い
花
を
咲
か
せ
る
高
木
は
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」、

あ
る
い
は
「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
と
い
い
ま

す
。
岐
阜
県
の
東
濃
地
域
と
愛
知
県
、
長
野
県

の
一
部
、
そ
し
て
遠
く
長
崎
県
の
対
馬
の
北
端

に
し
か
自
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ

は
モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
で
、中
国
や
台
湾
、

朝
鮮
半
島
に
も
自
生
す
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
笠
置
山
に
は
中
腹
の
「
市い
ち

木き

の
ヒ
ト

ツ
バ
タ
ゴ
」と
麓
の「
松
葉
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」、

２
カ
所
の
自
生
地
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
大

正
１２
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
木
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
、
幹
回
り
１

９
０
㌢
、
樹
高
１９
㍍
、
枝
ぶ
り
も
極
め
て
大
き

く
、
樹
齢
は
百
年
を
遥
か
に
超
す
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
、
地
元
で
は
「
名
つ

か
ず
の
木
」
と
か
「
名な

無な
し

木ぎ

」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
大
正
８
年
に
当
時
の
笠
置
尋

常
高
等
小
学
校
校
長
の
後
藤
定て
い

治じ

郎ろ
う

氏
が
、
そ

の
標
本
を
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
氏
に
送
っ

て
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
と
い
う
名
は
、
こ
の
木
が
ト

ネ
リ
コ
（
タ
ゴ
）
と
い
う
木
に
似
て
い
る
が
、

単
葉
な
の
で
「
ひ
と
つ
葉
の
タ
ゴ
」
と
い
う
意

味
で
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
と
尾
張
藩
の
本
草
学

者
、
水
谷
豊ほ
う

文ぶ
ん

が
命
名
し
た
の
が
由
来
だ
そ
う

で
す
。

　
ち
な
み
に
「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
と
い
う

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
徳
川
光
圀
（
水
戸
黄

門
）
が
将
軍
か
ら
あ
の
木
は
何
か
聞
か
れ
た
と

き
、
分
か
ら
な
い
た
め
と
っ
さ
に
「
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
」
と
答
え
た
、
と
い
う
逸
話
が
あ
り

ま
す
。（
参
照
：
明
治
神
宮
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

笠
置
山
の

　
　

ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ

市文化振興会会長

西
にし

部
べ

良
りょう

治
じ

さん
（長島町）

※件数は数値が変動する場合があります

恵
那
市
の
未
来
を
彩
る

第
２
次
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

第
２
次
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

第
４
次
市
行
財
政
改
革
大
綱

第
４
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

　

市
政
経
営
に
お
け
る
最
上
位
の
計
画
で
、

本
市
が
目
指
す
ま
ち
の
「
将
来
像
」
を
実
現

す
る
た
め
の
指
針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。
計
画
期
間
は
１０
年
間
で
、「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
で
構
成
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
の
策
定
は
、
市
長
が
総
合
計
画

審
議
会
に
計
画
案
の
作
成
を
依
頼
（
諮
問
）

し
ま
す
。
そ
の
後
、
計
画
案
を
作
成
す
る
際

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
幅
広
く
計
画
に

反
映
す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
他
、
策
定
状
況
を
広
報
紙
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
ま
す
。

　

最
終
的
に
、
総
合
計
画
審
議
会
が
市
長
に

計
画
案
を
提
出
（
答
申
）
し
ま
す
。
基
本
構

想
は
議
決
を
経
た
後
、
市
長
が
計
画
を
決
定

し
ま
す
。

　

計
画
の
進
行
管
理
は
、
市
民
を
代
表
す
る

方
々
で
構
成
し
た
総
合
計
画
推
進
市
民
委
員

会
が
行
い
ま
す
。
施
策
や
事
業
の
進
捗
を
説

明
し
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
各
施
策
の
方
向
性
を
審
議
し
ま
す
。

　

本
市
の
行
財
政
改
革
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
や
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。
計
画
期

間
は
５
年
間
で
、「
基
本
理
念
」「
基
本
方
針
」

「
推
進
項
目
」
で
構
成
。
市
民
を
代
表
す
る

方
々
で
構
成
し
た
市
行
財
政
改
革
審
議
会
が

諮
問
に
対
す
る
答
申
の
他
、
計
画
の
進
行
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
１８
年
３
月
に
市
行
財
政
改
革
大
綱
、

平
成
２３
年
２
月
に
第
２
次
市
行
財
政
改
革
大

綱
、
平
成
２８
年
８
月
に
は
第
３
次
市
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
。
こ
れ
ま
で
、
職
員
数
の

適
正
化
や
市
有
施
設
の
移
譲
な
ど
に
よ
る
歳

出
の
抑
制
と
、
市
税

な
ど
の
収
納
強
化
に

よ
る
歳
入
確
保
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
２８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
第
２
次
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
」
と
「
第
３
次
市
行
財

政
改
革
大
綱
」
は
、
本
年
度
で

最
終
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
や
課
題
な
ど
を
検
証
し
、

時
代
の
変
化
に
も
対
応
し
な
が

ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
の
新
た
な
計
画
と
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
　

企
画
課
志
２
６
‐
２
１
１

１
（
内
線
３
４
５
）

計
画
の
策
定

進
行
管
理

▲雪がかぶったように咲くヒトツバタゴ

問

総
合
計
画
と
は

基本構想
▶計画の目標部分
基本計画
▶目標に向けた手段を示す
▶分野ごとの達成すべき目標を設定
▶計画期間は、前期と後期各５年間
実施計画
▶各施策や事業の具体的な計画
▶内容は毎年見直し

行
財
政
改
革
大
綱

　
　
　
　
　
　

と
は
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第
２
次
市
総
合
計
画

　
　

 　

後
期
基
本
計
画

　

後
期
基
本
計
画
は
、
前
期
基
本
計
画
の

取
り
組
み
状
況
や
課
題
な
ど
を
検
証
し
、

社
会
経
済
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

つ
つ
、「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」

「
ま
な
ぶ
」
の
視
点
を
新
た
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
声
を
取

り
入
れ
た
指
針
と
す
る
こ
と
を
最
も
重
要

視
し
、
市
民
で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議

会
な
ど
を
開
催
。
本
年
８
月
７
日
に
市
長

へ
計
画
案
を
答
申
し
、
９
月
議
会
を
経
て

１０
月
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成
２０
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
局
面
に
入
り
、
合※

計
特
殊
出
生
率

は
低
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
市
も
同

様
に
人
口
減
少
が
顕
著
で
、
平
成
３０
年
の

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
公

表
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
令
和
７
年

に
４
万
５
６
９
０
人
、
令
和
２７
年
に
は
３

万
４
３
１
５
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
か
ら
見
た
課
題
を
踏
ま
え
、

計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
人
口
統
計
上

の
指
標
で
、
１５
歳
か
ら
４９
歳
ま
で
の
女
性

の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の

　

前
期
計
画
の
目
標
は
４
万
７
４
０
０
人

で
し
た
が
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少
段
階

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
標
人
口
は
現
実
的

な
４
万
６
０
０
０
人
と
し
ま
す
。

　

基
本
施
策
の
課
題
や
取
り
組
み
内
容
、

目
標
指
標
を
検
討
し
た
結
果
、
基
本
施
策

の
数
を
２４
か
ら
２１
に
再
編
し
た
他
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
１７
の

目
標
と
関
連
付
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
基
本
目
標
別
に
基
本
施
策

と
そ
の
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

目
標
人
口

　

計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
、
本
市
で
も
税
収
の
減
少
や
社
会

保
障
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
経
営
資
源
が

制
約
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
を
維
持

し
な
が
ら
、質
・
量
の
両
面
か
ら
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
し
続
け
る
た
め
に

は
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
必
要
で
す
。
第
４
次
市
行
財

政
改
革
大
綱
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
行
政
経
営

を
行
う
た
め
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針
、

推
進
項
目
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
大
綱
の
詳
し
い
内
容
は
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま

す
。

第
４
次
市
行
財
政

　
　

 　
　

改
革
大
綱

前
期
計
画
か
ら

　
　

見
直
し
た
項
目

基
本
施
策

▲８月７日に市総合計画審議会
　の服部敦会長（中央）と山内
　達雄副会長（右）が市長に対
　し答申

後期計画策定の体制と経過
①市総合計画審議会（５回開催）
②市総合計画策定部会（17回開催）
③市民意識調査（令和元年８月実施）

　2,500人中 1,190人回答（47.6㌫）
④新成人アンケート（令和２年１月実施）

　611人中 263人回答（43.0㌫）
⑤地域自治区会長会議で説明（令和２年７月実施）

⑥パブリックコメント（令和２年７月実施）

　４人から９件の意見

安心して暮らす
▶安心して子どもを育てられる
　・妊娠、出産、子育てまでの包括
　　的な支援体制の構築
▶安心して働ける
　・地元就職のための支援強化
▶安心して日々を暮らせる
　・地域包括ケアシステムの深化・
　　推進

生命と財産を守る
▶健康な体を維持できる
　・ニーズに対応した医療環境整備
　・健康維持につながる環境整備
▶犯罪や事故から身を守る
　・犯罪の発生を防止
　・交通事故の発生を抑制
▶災害から生活を守る
　・災害対応に向け共助力の向上

まちの魅力を高める
▶豊かな自然を守り、活かす
　・自然環境や農地の保全を推進
▶独自の歴史・文化を守り、活かす
　・郷土の歴史・文化への理解を深
　　め、自ら行動する人材の育成
▶美しく使いやすいまちをつくる
　・計画的な土地利用の推進
　・計画的な地籍調査の推進

便利に暮らす
▶行きたいところへ行ける
　・持続可能な交通手段や交通弱者
　　が利用しやすい移動環境整備
▶モノや情報が容易に得られる
　・周辺地域での買い物環境整備
　・高度情報化社会に適合した情報
　　通信基盤整備

いきいきと暮らす
▶誰もが学び続けられる
　・生涯を通して学べる体制づくり
　　の推進
▶暮らしに豊かさが感じられる
　・多様な文化・スポーツに触れる
　　機会づくりの推進
▶もっと住みたいまちになる
　・新たな住宅地供給の促進

まちを元気にする
▶産業をつくり、育てる
　・新たな活力の創出
▶もっと訪れたいまちになる
　・魅力の発掘、ブランド化
▶資源を活かし、まちを潤す
　・地球温暖化対策の推進
▶リニア中央新幹線開通を活かす
　・新たな生活スタイルへの対応

みんなでまちをつくる
▶市民サービスを向上させる
　・市民の視点に立った窓口サービ
　　スの向上
▶地域コミュニティを守り、活かす
　・地域自治の体制を整備
▶まちの担い手が育ち、つながる
　・多くの人がまちづくりに参加で
　　きる

未
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市民サービス
の向上

行政手続きの
ＩＣＴ化

業務効率化

定員管理と時
間外手当の適
正化

持続可能な財
政構造の強化

公共施設の効
率的な設置・
運営

・市民窓口サービスの向上

・行政情報発信の推進

・オンライン申請手続きの推進
・公共料金のキャッシュレス決
 済の推進

・人材育成の推進

・働き方改革の推進

・職員提案による業務改善の実施
・業務の自動化による効率化と
 生産性向上

・職員定数の適正化
・時間外勤務手当の縮減
・定型窓口業務の民間委託

職員力の強化

・起債額の適正化と積極的な償
 還による地方債残高の縮減
・適切な基金額の確保
・基金運用による安全確実な基
 金財源の確保
・広告収入事業の推進
・市有財産の有効活用
・通園バス利用者の受益者負担
・下水道区域内の水洗化率向上

推進項目 取り組み内容

公共施設等総合管理計画の推進
・集会施設
・高齢福祉施設
・農業関連施設
・公営住宅
・消防署所、消防団
・文化施設　など

市行財政改革大綱の体系図


